
 

本調停案は、調停委員会において公労使三者の委員が労使双方の主張を勘案しつつ、長

時間にわたり慎重に協議、検討を重ねた結果、労使双方において受け入れることが可能で

あるとの判断の下に取りまとめたものです。 
労使双方が速やかにこの調停案を受諾し、紛争を早期かつ円満に解決されることが、今

後のより良好な労使関係の構築につながる、意義深いことと考えます。 
労使双方の理解と努力を重ねて希望します。

（以上）

さらに、調停作業終了後の翌日未明に中労委会長代理は関係労使の代表と面談し、「本

来は、新賃金問題を自主交渉において、自主的に解決すべきものと考えるので、本年の経

緯も踏まえ、来年度こそ自主的な交渉による決着が図られるよう、関係労使の真摯な御努

力を強く要請する」との「口頭要請」を行った。

会長代理の口頭要請（要旨）

１ 全印刷及び全造幣の申請に係る今次新賃金調停は、本日調停案を提示する運びとな

りました。 
この間の関係者のご協力に感謝を申し上げるとともに、関係労使がこの調停案を速

やかに正式受諾し、紛争を早期かつ円満に解決されることを強く期待いたします。 
２ 両法人とも、４年連続の調停申請に至った訳ですが、本来は、新賃金問題を自主交渉

において、自主的に解決すべきものと考えますので、両法人におかれては、本年の経緯

も踏まえ、来年度こそ自主的な交渉による決着が図られるよう、関係労使の真摯な御努

力を強く要請いたします。

（以上）

印刷及び造幣の関係労使当事者は、いずれも、上記調停案を５月 日に受諾し、全印

刷及び全造幣の平成 年度新賃金調停事件は終結した。 
なお、全印刷調停事件の使用者側委員である 澤委員は、詰めの調停作業当日（５月

日）の午後の個別折衝開始時には出席していたが、午後７時前には都合により退席とな

り、全印刷調停事件の調停案への署名は行われていない。

５ 調停後の動き

印刷及び造幣の各労使間で、調停案を受け入れ後の賃金引き上げ原資（ ％）の配分

について交渉が行われ、印刷は８月 日、造幣は 月５日にそれぞれ妥結した。

 
 

第３章 労働組合の資格審査の概況 
 

平成 年中に取り扱った行政執行法人関係の労働組合の資格審査の件数は、新規係属

０件である。
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